
●職場での様子の「作業・仕事」については、どのような仕事の内容で、誰とどのく

　らいの量の作業をしていて、受けている支援の方法についても記録します。立

　ち仕事なのか、流れ作業なのか、道具や工具を使うのか、補助具やチェックリス

　トはいるのか、服装は制服か、持ち帰って洗うのか、更衣室やロッカーの利用は

　どうか等について記載します。

●「休憩・余暇」については、一日の中に何回何分ずつあって、それぞれどこでどの

　ように過ごしているのか。また、休日や連休の余暇の過ごし方や、利用している

　公共機関や仕事への影響についても記載します。

●「コミュニケーション」については、本人にどのように伝えるか、話し言葉なの

　か、文字なのか、絵なのか、写真なのか、具体物を渡すのかを記載し、本人の表出

　の方法についても同時に記載します。

●「対人関係」については、あいさつや話題の内容といった職場の上司や仲間との

　関係や、社会的な人との距離、場にあったマナーなどの現状を記載します。

●「自己管理」については、給料やお小遣いの使い方や貸し借り、持ち物の管理、出

　勤日などのスケジュールの管理、食事や睡眠などの健康管理の様子と必要とな

　る支援の方法を記載します。

●「その他」には、移動や運動、感覚などの特性へ配慮していることや、作業量や新

　しい作業内容の教え方、場所や順序の変更の伝え方、賞賛や注意の仕方などに

　ついて支援の方法を記載します。

●「特記事項」には、サークル活動や移動支援、ホームヘルプなどの福祉サービス

　の利用の他、ジョブコーチや就労・生活支援センターといった支援機関の利用

　の現状と支援の方法について記載します。
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